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優秀賞受賞論文
第10回タップアワード

修学旅行における
「学びの場」としての
ホテル・旅館利用の考察及び提言

後藤 喜朗
岐阜県不破郡垂井町立垂井小学校

１.はじめに

昨今の修学旅行事情は、激変してい
るという感がある。例えば、東京方面
に修学旅行に赴く場合、ホテルステイ
が一般的になりつつある。１０年以上
前は、東京の本郷にある旅館の大広間
で数十名が布団で寝るという構図が定
番であった。時代の移り変わりという
事情もあるが、下記のような理由が考
えられる。

・日本人の生活が欧米化し、布団
よりもベッドで就寝する子どもの
増加
・個人のライフスタイルの変化や
プライベートへの配慮
・セキュリティ面の強化等安全面
に対する意識の高揚

このように生活様式の変化は、今日
の修学旅行の在り方に多大な変化を与
えている。下記は、修学旅行を終えた
中学校３年生の生徒作文である。

────────────────
私は、修学旅行のホテルがとても印
象に残りました。ツインの部屋に２名
ずつ宿泊しましたが、部屋はとてもき
れいで快適に過ごすことができまし
た。事前に、部屋やバスタブの使い方
を学んだので、２名で協力してスムー
ズに利用することができました。隣の
部屋の子たちがカードキーを室内に忘
れたので、入室ができなくなりました。
その際もホテルのスタッフの方が素早
く対応をしてくださいました。スタッ
フの方はいつも笑顔で私たちに接して
くださったので、気持ちのよいホテル
ステイになりました。
私は、観光業に興味があり、将来は、
ホテルにかかわる仕事に就きたいと思
います。この修学旅行の経験を経て、
それが一層強固なものになりました。「も
う一度あのホテルに宿泊したい。」とお
客さんに思っていただけるようなホテル
のスタッフになりたいと思います。
そのために日頃の学校生活から礼儀
作法やマナーを意識したいと思いまし
た。（中学校３年生　女子生徒）
────────────────

通常、修学旅行を終えての作文と言
えば、見学先の印象や仲間との思い出
が記述されることが一般的である。し
かし、この生徒にとって、修学旅行は
自分の将来の夢を実現するステージと
なっている。この生徒の意識の変容や
作文の記述内容に新しいホテル・旅館
経営のコンセプトが述べられていると
言っても過言ではない。
　また、客観的に修学旅行の意義やね
らいを分析するという意味からエビデ
ンスに目を向けてみたい。下記は、平
成２７年３月に公益財団法人全国修学
旅行研究協会が実施した『学びの集大
成を図る修学旅行』の取組についてで
ある。この調査は、「修学旅行の実施
概要」と「修学旅行における課題調査」
という点に係る調査・研究である。そ
の中で【図１】は、修学旅行のねらい、

【図２】は、主体的に取り組むための
手だてについて言及した調査である。

【図１】からは、「修学旅行のねらい
を如何に教科学習の発展にするか。」
が課題であることが読み取れる。また、

【図２】からは、「修学旅行における事

【プロフィール】岐阜県出身。専門は、外国語科教育。公立中学校の英語科教員として勤務後、岐阜県教
育委員会指導主事として外国語教育、特別活動、生徒指導、教育相談を歴任。教頭の時、総合的な学習の
時間と関連付けた子どもが自ら考え参画する体験型の修学旅行の在り方を研究。市町教育委員会主幹及び
岐阜県教育委員会課長補佐の勤務を経て、校長として現在に至る。
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前の学習と事後の学習を如何に充実さ
せるか。」が課題であることが分かる。

学習指導要領によれば、修学旅行等
の学校行事の取扱いについて、「実施
に当たっては、幼児、高齢者、障がい
のある人々などとの触れ合い、自然体
験や社会体験などの体験活動を充実す
るとともに、体験活動を通して気付い
たことなどを振り返り、まとめたり、
発表し合ったりするなどの活動を充実
するように工夫すること」と述べられ
ている。

その中で体験活動については、「そ
の場限りの活動に終わらせることな

く、事前にそのねらいや意義を生徒に
十分理解させ、活動についてあらかじ
め調べたり、準備したりすることによ
り、意欲をもって活動できるようにす
るとともに、事後には体験を通して感
じたり気付いたりしたことを自己と対
話しながら振り返り文章でまとめた
り、発表し合ったりする活動を重視し、
他者と体験を共有して幅広い認識につ
なげる必要がある。」となっている。

上記の調査の中では、特に、事前及
び事後の学習が減少していることが浮
き彫りになったが、ホテルや旅館を利
用した修学旅行における学習成果をよ

り確かなものにするために、事前及び
事後の指導の充実が大切である。特に、
体験活動については、その場限りの活
動に終始しないように、事前にねらい
や意義を十分に吟味し、計画を児童生
徒自らが立案し、体験活動で得たもの
を事後の学習の中で、如何に共有化を
図るかが重要である。

このように、学習指導要領、特別活
動における修学旅行等の学校行事のね
らい、児童生徒の声及び実態、修学旅
行に係る調査等のエビデンス、修学旅
行の現状を考慮すると、修学旅行にお
ける「学びの場」としてのホテルや旅
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【図 1】修学旅行のねらいで重視したものは（複数回答）　　数字は学校数

【図 2】主体的に取り組むための方法（複数回答）　　数字は学校数

学びの集大成を図る修学旅行の取組について

※割合は、全体数 2,524 校に対する値

※割合は、全体数 2,524 校に対する値

出典：『学びの集大成を図る修学旅行』の取組について　平成 26 年度研究調査報告書　公益財団法人全国修学旅行研究協会　　平成 27 年 3 月
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館の効果的な利用のファクターは下記
のようになる。

〇修学旅行での、教科や領域等
の学習の発展や教科横断的なカ
リキュラムの開発
〇修学旅行での、ホテルや旅館
における魅力的な体験活動の充
実
〇ホテルや旅館を利用した修学
旅行での事前及び事後の指導の
工夫・改善

こうしたファクターを念頭に置きな
がら、修学旅行における「学びの場」
としてのホテル・旅館の利用について
具体的な提案を行う。

２.提言

（1）修学旅行に係るカリキュラム
を工夫・改善し、修学旅行の宿
泊先のホテルや旅館を「学習の場」
として位置付ける。

これまで修学旅行の宿泊先であるホ
テルや旅館と言えば、「泊まる場所」と
いうイメージが強かった。しかし、新た
に「学びの場」として位置付けるという
発想の転換を行う。そのためにまずは、
教師自身の意識改革が必要である。

①魅力的な修学旅行の事前学習の
在り方について

これまで、修学旅行の事前学習と言
えば、しおりを参考にし、行き先や見
学場所等の調べ学習が一般的であっ
た。しかし、旅行業界のホテルや旅館
のスタッフはある意味、接遇のスペシ
ャリストである。こうしたスタッフか
ら学ぶことも修学旅行における貴重な
体験の一つである。そこで、修学旅行
に行く前に実際にホテルや旅館のスタ
ッフの方々に学校に来ていただき、接
遇の学習を行う。お客様第一主義に立

った丁寧な言葉遣いや温かい接し方は
必ず生徒の琴線に訴えるものであると
とらえる。昨今、学校では入学試験の
対策として面接試験が行われることが
一般的である。しかし、それは「面接
試験だけの指導」「その場だけの指導」
になってしまうという危険がある。や
はり、私たち教育者にとっては将来に
生きて働く力を児童生徒に身に付けさ
せることが必要である。そこで、修学
旅行の事前学習の場に、ホテルや旅館
のスタッフから直接、接遇について学
ぶ場を位置付けることが意義深い。こ
れは、平成２９年６月に文部科学省か
ら示された新学習指導要領のコンセプ
トや願いともオーバーラップするもの
である。

現在、教育現場ではキャリア教育の
充実が喫緊の課題となっている。こう
したホテルや旅館のスタッフから接遇
について学ぶことは、児童生徒にとっ
て「ホスピタリティ」を学び、将来に
生きる力を身に付けることにつながる
と確信している。また、本取組がキャ
リア教育の充実に資するものであると
とらえる。

②修学旅行の宿泊先であるホテル
や旅館の「学びの場」としての位
置付けについて

今日の中学校では、生徒に望ましい
職業観・勤労観を育成するために職場
体験学習を実施することが一般的であ
る。そこで、修学旅行の宿泊先である
ホテルや旅館を職場体験学習の場とし
て位置付けてはどうだろうか。実際、
学校では教育課程が編成され、各教科
や領域等の学習が定められた時間数に
応じて実施される。しかしながら、学
習指導要領の改訂に伴い、時間数増が
示され、時間をどこで生み出すかが学
校に突き付けられた大きな課題となっ
ている。そこで、修学旅行と職場体験
学習という学校行事を重ねるというア
イデアを提案する。その際、配慮すべ
きことは修学旅行と職場体験学習のね
らいが異なるため、それぞれのねらい
が達成できるような目標を設定するこ
とである。

また、修学旅行の宿泊先であるホテ
ルや旅館の職場体験学習として、下記
のような具体的な内容が考えられる。

・フロント業務の補助
・大浴場や客室の掃除、ベッド
メイキングの補助
・エントランスやロビー及びフ
ロアでの案内の補助
・宴会場の準備及び後片付けの
補助
・送迎用マイクロバスの清掃作
業の補助

ホテルや旅館には、修学旅行生の他
に一般のお客さんも宿泊されているた
め、そうした方への配慮や職場体験学
習そのものを担当するスタッフも必要
である。また、事前に教職員とホテル
や旅館サイドの担当者との綿密な打ち
合わせが必要になる。

さらに、こうした取組をテレビや新
聞等のメディアを活用すれば、他校の
修学旅行の試金石にもつながる。学校
のホームページや学校便りを活用し、
本取組を発信するという手だても考え
られる。取り組んだ学校だけの財産に
するのではなく、広く広報をすること
を通して、他校の実践に生かせるよう
にすることが重要である。

③修学旅行の宿泊先のホテルや旅
館での魅力的な活動について

ア．ロビーコンサートの実施について
学級づくりや望ましい人間関係づく

りの手だてとして、合唱に取り組んで
いる学校は多い。実際、私自身も中学
校に勤務をし、東京に修学旅行に行っ
た時、早稲田大学のコーラスクラブと
中学生が交流する場を位置付け、大学
生から直接、指導をしていただくとい
う体験を行った。また、その後、大隈
講堂前で合唱発表を行った。こうした、
非日常的な体験こそが子どもたちの心
に非常に残ることを身をもって実感し
た。

そこで、修学旅行の宿泊先のホテル
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や旅館のロビーやエントランスを使っ
てロビーコンサートを実施してはどう
だろうか。事前には、ポスターや館内
放送を使用し、宿泊客には十分に周知
を図るようにすれば集客も期待でき
る。

また、ロビーでお客さんの前で歌う
というゴールが明確のため、子どもた
ちにとってより意欲化につながるとと
らえる。

イ．テーブルマナーの学習について
修学旅行でホテルに宿泊した場合、

是非子どもたちに体験をさせたいこと
が、テーブルマナーに関する学習であ
る。小学校の低学年では、鉛筆の持ち
方を徹して指導することが多い。給食
指導においても箸の使い方を指導して
いる。そこで、ホテルステイという貴
重な体験を通して、テーブルマナーに
ついて学習する場を位置付けてはどう
だろうか。家庭科の学習でテーブルマ
ナーを扱う単元はあるが、修学旅行と
いう場において、テーブルマナーを体
験することは、大変意義があるととら
える。実際に大人になってフォークと
ナイフの使い方が分からないという若
者は少なくない。将来の国際社会を生
きる児童生徒にとって、小・中学校で
テーブルマナーの学習をすることは貴
重な機会になる。さらに、小学生や中
学生の時のテーブルマナーの体験が成
人した時の生きる力につながるととら
えている。

また、昨今ではアレルギー対応も学
校現場における喫緊の課題となってい
る。テーブルマナーを実施する場合は、
アレルギーの児童生徒への対応も調理
場スタッフとの事前の綿密な打ち合わ
せが求められる。その際、全ての子ど
もを大切にするという視点から代替食
などの対応を考慮することも必要であ
る。

ウ．著名人による講演会の開催につ
いて

以前、修学旅行で東京を訪問した時、
岐阜県に縁のある美川憲一氏の話を聴
く機会に恵まれた。美川憲一氏は、岐

阜県岐阜市にある柳ヶ瀬を舞台にした
「柳ヶ瀬ブルース」という曲をヒット
させている。生徒が修学旅行で「美川
憲一さんに会いたい。」という手紙を
出したところ、ふるさと岐阜を学習す
るという修学旅行の趣旨や願いに美川
憲一さんが賛同し、実現したプランで
あった。

また、私が勤務をしていた学校の卒
業生である漫画家の話を聴く機会もも
つことができた。このようにこうした
著名人の講演会を聴く機会をホテルや
旅館で位置付けてはどうだろうか。著
名人をそれぞれの学校に招聘すると旅
費等も必要になる。保護者の金銭的な
負担を考慮すると、修学旅行先のホテ
ルや旅館で講演会の開催を行うことも
選択肢のひとつであると考える。

④修学旅行の事後の学習の工夫・
改善について

ホテルや旅館を利用した修学旅行等
の学校行事を実施する場合、事前の指
導が大切なことは既述した。事前の指
導と同様に、事後の指導を一層充実さ
せることが重要である。一般的には、
修学旅行等の学校行事でもＰＤＣＡサ
イクルが位置付けられる。しかしなが
ら、ＰＤＣＡサイクルは、あくまでも
企業が製品や商品を確認し（Ｃ：Ｃｈ
ｅｃｋ）、行動する（Ａ：Ａｃｔｉｏｎ）
という考え方である。どちらかと言え
ば、物に使われることが多いのではな
いだろうか。そこで、私が勤務してい
た学校では、ＰＤＣＡサイクルを学校
教育にアレンジし、より実効性のある
ものにするため下記のようなサイクル
を位置付けていた。

修学旅行を点で終わらせないために
も、児童生徒の意識の連続や教職員が
指導のビジョンを明確にもつために
も、こうしたサイクルを位置付けるこ
とが肝要である。

◎ＰＤＳＩＤＳサイクル
Ｐ（Ｐｌａｎ：計画）⇒Ｄ（Ｄ
ｏ：実践）⇒Ｓ（Ｓｅｅ：評価）
⇒Ｉ（Ｉｍｐｒｏｖｅ：　改善）

⇒Ｄ（Ｄｅｖｅｌｏｐ：発展）
⇒Ｓ（Ｓｈａｒｅ：共有）

ここで、大切なことは、ホテルや旅
館を活用した修学旅行の成果と課題を
明確（Ｓｅｅ）にし、取組の改善（Ｉ
ｍｐｒｏｖｅ）を行い、修学旅行の中
身を発展（Ｄｅｖｅｌｏｐ）させ、次
年度へと教職員間（Ｓｈａｒｅ）で方
向性を明確にすることである。こうし
た視点から事後の指導について下記に
提案する。

ア．宿泊先のホテルや旅館への御礼
状について

携帯やスマホが急速に普及している
現在社会において、児童生徒にとっ
て、自分の手で手紙を書くという経験
は皆無であると言っても言い過ぎでは
ない。そこで、修学旅行でお世話にな
ったホテルや旅館の方々に対して、御
礼の手紙を書くという学習活動を位置
付けてはどうだろうか。

時候の挨拶や書式、文面など学級の
仲間と読み合って交流すれば、より質
の高い手紙が完成するととらえる。ま
た、子どもの目線からのホテルや旅館
への新鮮で斬新な感想や意見及び発想
は、新たな経営戦略にも大いに参考に
なるものであると信じて止まない。

ただ単に手紙を書くという活動では
なく、「ホテルや旅館に対する子ども
たちからのメッセージ」という位置付
けをすれば、学習活動がより具体的な
示唆や提案になり、国語科、特別活動、
総合的な学習の時間等の教科を超えた
横断的な学習への発展も期待できると
とらえる。

イ．修学旅行での宿泊先であるホテ
ルや旅館を題材にした事後の指導に
ついて

修学旅行の事後の指導で一般的なも
のと言えば、感想文、旅行記、修学旅
行新聞づくりなどがある。しかしなが
ら、思い切った発想の転換を図り、「修
学旅行をより魅力的なものにするため
に、宿泊先であるホテルや旅館に提言
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をしよう。」という課題をもった学習
活動も考えられる。手法としては、ビ
デオレターやプレゼンテーションを作
成し、お世話になったホテルや旅館に
届けるということが考えられる。この
学習は、国語科、社会科、技術・家庭
科との横断的な学習のカリキュラム作
成が可能である。

このように修学旅行を一過性の学校
行事にとどめるのではなく、複数の教科
や領域等と関連させながら、次年度につ
ながる改善をすることが重要である。

（2）各都道府県にある教育セン
ター等、研修施設の研修講座の
中に修学旅行に係る講座を位置
付け、先進的な修学旅行の実践
について学び合う場を位置付け
る。

学校で、修学旅行等の学校行事を実
践するにあたってまず配慮すべきこと
は、教職員自身が知識・理解を深める
ことが重要である。そのためには、修
学旅行等の学校行事に関する教職員研
修を充実させることが喫緊の課題であ
る。各都道府県には、教育センターや
教育研究所等の研修機関が位置付けら
れ、様々な研修講座が開設されている。
その研修講座の中に修学旅行等の学校
行事を位置付けてはどうだろうか。実
際、全国の教育センターや教育研究所
において開催されている講座は、教科
の内容に特化したものがほとんどであ
り、特別活動の中の学校行事に関する
研修講座は少ないのが現状である。

また、学校内でも、教科指導、生徒
指導、教育相談、特別支援教育等、様々
な研修が行われる。外部の講師を招聘
し、研修を行うという方法もあるが、
各校の児童生徒の実態を一番よく理解
しているのは、自校の職員である。そ
うした視点からも実際に修学旅行に参
加をした教職員が、研修報告を兼ねて
行うことが可能である。その際の研修
テーマを「修学旅行における『学びの
場』としてのホテル及び旅館活用」と

して位置付ければ、同じスタンスで教
職員相互が学び合うことができる。さ
らに、その研修の場にアドバイザーと
してホテルや旅館のスタッフが同席す
れば、生の声が反映され、より充実し
た研修になることは言うまでも無い。

（3）教職員自身が児童生徒の実
態に応じた修学旅行等の学校行
事の研究を徹して行う。
また、各学校のホームページで
修学旅行等の学校行事に係る実
践を掲載し、他校の指針となる
ように発信する。その際、「ホ
テルや旅館を『学びの場』」と
位置付けるという視点を必ず入
れるようにする。

教職員自身が生み出した修学旅行等
の学校行事の実践をホームページで発
信すれば、実践が広まり、教職員相互
で学び合うことができる。他の教職員
からの意見や感想をいただければ、修
学旅行そのものの指導改善にもつなが
る。特に、「ホテルや旅館を『学びの場』」
と位置付けるという視点が明確である
ため、焦点化した学び合いが可能であ
る。こうした営みも修学旅行等の学校
行事の充実につながる貴重な方途であ
るととらえる。

３. おわりに
下記は実際に修学旅行を引率した教

職員の声である。

────────────────
私は、修学旅行の宿泊先としてのホ
テルや旅館の概念が変わりました。現
代では、ホテルや旅館は単なる宿泊先
ではなく、「学びの場」として位置付
けるという発想の転換が求められてい
ます。
また、修学旅行は物見遊山ではなく、
貴重な体験活動の場として位置付け、
「修学旅行でしかできない体験」「修学
旅行でしか出会えない人、物、風景」

に留意して、カリキュラムを構成する
ことの重要性も再認識しました。
私たち教職員にとっては、何回も修
学旅行を経験することができます。しか
し、子どもたちには一生にたった数回
の貴重な経験になります。そうした視点
からも修学旅行に対する意識改革を率
先して行い、「『学びの場』としてのホテ
ルや旅館の効果的な活用の在り方」に
ついて研究をより深めたいと思います。
────────────────

このように修学旅行等の学校行事の
取組は、学校の全教育活動を通して指
導することが大切である。また、各教
科、道徳科、特別活動、総合的な学習
の時間の相互の関連を図りながらカリ
キュラムを作成し、事前及び事後の指
導を充実することが求められる。

本校では、今後、修学旅行等の学校
行事に関する全体計画及び全体構想を
工夫改善し、「『学びの場』としてのホ
テルや旅館の効果的な活用」という視
点からも見直したいと考えている。

昨今、教育現場でも働き方改革が進
み、限られた時間の中でいかに効果的
な実践を行うのかが求められている。

「『学びの場』としてのホテルや旅館の
効果的な活用」という新たな視点から
魅力的な修学旅行等の学校行事を創造
することが我々教職員に与えられた最
大のミッションであるととらえている。
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